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本 市の人口

(昭和45年4月 1日現在)

人口 鎗数 186.367人

男 90.446人

女 95. 92 1人

帯 量 57. 341世帯
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事
替
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需
を
は
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つ
て
ほ
し
一
て
を
も
っ
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い
る
か
.

マ

身

誌

の

合

理

化

l

冒
畠
間
帯
虫
E
L
L
占

J
r
A》
ち

圃

」

一

程

報

問

委

員

総

2
予

例

閉

-

一

ぃ

。

一

答

思

工

事

囲

内

は

掴

一ま
と
一

対

策

委

で

折

衝

を

慣

E
E
τ
P叩
・

ιt
n
4
6
/
r
b

一一

B
F44質

別

養

組

餐

任

-
Z
E

筈
霊
室
事
務
局
に
つ
い
て
は
一
連
携
を
密
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し
わ
寄
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、
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E
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旨

会

員

司

会

般

符

任

別

常

例

会

報

一

一

一

間

金

主

廃

止

と

酒

震

の

小

荷

全

会

一

般

は

枠

内

で

周

整

一

例

関

払

休

一

刊

諮

附

師

会

ヰ

休

鋪

照

一

一

室

書

し

て

ま

い

り

た

し

一

軒

郡

山

口

日

日

間

一

伺

取

り

扱

い

廃

止

に

つ

い

て
は

主

甲
府
市
整
=
再
定
例
会
仁
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一
戸
招
集
さ
可
決
、
請
を

一
井
こ
つ
い
て
願
書
E
号
、
、
一

高

説

明

叩

鉱

山

一

昨

即

日

引

間

誠

一
一

品

位

詩

計

一

行
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片

山

明

十

日

日

目

一

時

間

開

町

長

れ

わ

れ
U

れ
、
全
霊
一
一
一
十
日
ま
で
の
一
一
十
四
品
と
し
て
、
昭
和

E
に

E
2
1
m恕
化
耐
震
に
反
対
工
?
一一
1

3

8

旧

日

日

同

認

し

一
間
厚
工
喋
盟
は
四
十
五
草
区
一
は
、
要
工
場
が
既
存
主
君
事
力
一
震
と
の
折
衝
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
@

ヨ

一

一

一

答

国

鉄

骨

産

化

計

画

に

つ

い

て
正

四
十
五
年
竺
般
・
特
別
会
計
予
算
、

請
著
者
中
官
官
、
お
よ
市
福
・
聞
情
な
ど
の
蓄
を
決
め
て
開
会
し
一
ん
ど
俸
制
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
問

一る
・
し
か
も
前
車
の
有
力
な
プ
レ
ー
す
に
一
塁
成
で
き
と
い
う
が
ふ
一
重
壇
し
な
い
よ
う
配一
慮
毒
摘
し
、
一
式
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
車
の

心
に
霊
霊
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
草
案
事
ま
し
た
。
な
お
、
古
か
ら
音
問
に
わ
た
る
一
般
質
問
一
主
と
な
っ
令
書
ま
れ
に
み
る
槽

7
が
こ
れ
と
関
連
し
て
い
た
と
こ
豆
内
の
既
存
主
輔
の
寝
に
世
立
つ
方
向
一
他
府
県
へ
の
流
出
を
少
な
く
す
る
喜
一
壁
に
は
強
〈
反
対
し
て
お
い
た
。
金

算
案
は
、

一般
会
計
で
五
百
七
十
三
万
円
の
枠
内
修
主
の
に
は
、
自
室
、
一
一
奔
五
郎
、

平
野
重
政
、
頭
真
一
塁
革
で
は
あ
っ
た
が
、
費
の
嘉
一間

周
が
あ
円
、
段
違
舶
が
問
わ
れ
る
言
同
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
労
働
力
の
一
講
ず
る
と
と
も
に
、
企
輔
の
環
境
整
更
は
、
近
く
は
愛
奇
襲
の
玄
関

ほ
か
、
特
別
会
計
五
君
主
げ
率
を
一

-C言
明
智
正
蔵
、
市
車
、
古
慶
雨
明
、
早
川
事
の
七
氏
が
各
党
一
改
革
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
毒
で
あ
一
の
で
あ
る
。
喜
の
責
任
と
主
量
一
確
保
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
冊
に
力
を
い
れ
て
県
立

2
2
1一
口
で
も
あ
り
、
撃
事
努
力
に
よ
っ

る
た
め
千
三
百
七
万
一
一
千
円
の
覇
空
吾
妻
一
致
で
空
襲
し
て
楕
豪
語
帽
を
商
量
し
た
。
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聞

き

た

い

・

一

色

事

に

つ

い

て

ど

の

よ

う

な

言

一

ン

高

り

た

い

。

一

て
開
敵
さ
れ
た
語
訳
で
あ
る
・

2

口
W
E
U
J
F一

記

長

刊

誌

一

…

日

円

…

一

別

詰

品

川

口

刊

誌

一

マ

誤

射

く

す

べ

き

一

目

立

翌

日

目

一て
し
な
い
と
、
秩
序
だ
っ
た
都
市
塁
…

i

…
一者

の

瞳

票

嘉

重

で

あ

る

こ

全

一

に

努

力

し

て

い

き

た

い

。

品

開

崎

?

と

し

て

い

一ト

ち

言

明

言

語

芸

名

閉

山

山

科

…

一朗

ら

か

に

な

っ

て

い

る

を

こ

ま

刊

誌

E
F
i
Lマ

ご

み

処

理

る
書
舗
装
は
、
富
の
最
も
強
い
袈
恥
か
ら
八
年
く
ら
い
は
補
修
が
な
く
て
一に
広
が
り
、

Z
に
そ
の
註
ス
プ
ロ
一
…
市

，
，

1
8
山
一任
を
痛
感
し
、
豊
富
に
ま
わ
て
す
一
社
の
要
事
に
寂
り
ま
わ
さ
れ
て
い
す
ど
が
巡
っ
状
捕
と
な
り
、
震
と
一

プ

レ

ス

に

決

断

を

湿
で
あ
り
、
る

さ

本

年

度

五

一も
よ
い
き
だ
。
特
に
言
の
散
し
一
1
ル
集
散
し
い
。
農
村
の
草
書
一
…

府

削

制

3
2
…
一る
と
と
も
に
、
事
酌
責
任
主
っ
て
一
る
と
い
高
広
て
い
る
。
揮
を
一

2と
の
聞
に
文
化
聞
き
っ
て
一
間

ご
み
の
プ
レ
ス
方
式
の
き

号
、
新
年
度
で
七
三
に
引
主
げ
一
ぃ
官
、
念
入
り
に
行
な
っ
て
い
る
・

一を
附
圏
整
冊
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
憲
一
内

申

7

1

A
6
ゴ
還
し
、
震
の
雪
表
し
て
き
た
一
塁
席
と
し
て
守
、
そ
れ
を
量
上
一
撃
が
お
こ
り
、

出
区
で
も
一
部
指
定
一
つ
い
て
は
、
お
お
か
た
の
椅
摘
が
つ
い

る
の
は
露
だ
が
、
交
通
事
情
帯
に
よ
一新
年
度
か
ら
は
、
補
修
専
門
の
ま
っ
一見
は
も
っ
と
も
で
、
霊
=
一
カ
年
計
回
二

度

4

4
即

億

…
一炉
、
置
に
対
し
て
も
聞
に
唱
を
つ
つ
一
に
確
保
す
る
な
ど
盟
主
主
主
官
舎
解
除
し
て
ほ
し
い
と
幸
運
動
一
ち
詰
状
況
で
は
、
新
し
い
雪
崩

っ
て
電
車
い
の
で
遅
滞
な
い
補
修
一く
り
、
い
た
み
の
少
な
い
う
ち
に
補
修
一
は
強
い
重
で
あ
る
の
で
速
成
す
る
一

円
年

刊

g
n一し
み
自
戒
す
る
よ
う
強
く
注
意
し
、
閉
一
ぃ
。
震
の
祭
り
と
し
て
行
き
過
ぎ
た
京
起
こ
っ
て
い
る
が
、

E
毒
保
存
一
霊
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
契
約
事

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
依
然
と
し
て
道
路
干
し
て
長
持
ち
さ
せ
る
@
掘
り
返
し
に

F
、
そ
の
聞
に
霊
に
つ
い
て
品
主

…
特

計

計

4
8
い
友
喜
正
し
く
置
に
対
処
し
て
、
清
一
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
改
め
さ
せ
喜
一と
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
一
空
襲
し
て
、
山
宮
工
期
に
つ
い
て

の

掘

り

返

し

喜

た

た

:

互

つ

い

て

は

、

書

ぎ

塁

手

、

器

室

Za

一
副

会

会

案

額

…
一
潔
で
明
る
い
霊
警
に
努
め
た
い
。
一
え
は
な
い
か
。

一に
考
え
て
い
る

2揮
で
は
、
喜
一
は

5
2
2研

究
し
た
ら

号
げ
れ
わ
れ
十
訪
日
刊
誌
向
性
記
号
マ
汚総事
件|
一
…
般
別
J

一一色
μ誇
戸
弓
ぬ
刊
号
間
一日
目
立
詳
し
訪
日
宵
の
プ
レ
ス
ヱ
掛
量
産

車
は
で
き
な
い
の
か
。
一

間

需

主

「

ナ

ツ

型

の

護

十

職

員

の

自

戒

望

む

つ

一

一
特
ご
と
は
残
念
に
思
う
。
童
顔
り
の
な
と
し
て
盛
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
県
、
真
一っ

た

か

・

育

し

て

い

る

の

で

、
契
約
護
主
汀

答
舗
装
は
予
定
ど
お
り
示
室
一を

と
げ
て
い
る
閉
道
草
=
一
カ
年
肘
画
一
関
車
哲
汚
職
差
は
、
ほ
と
一

川
fere--z
r
i
f
f--75
3
二
重
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
も
喜
一
の
多
数
量
望
に
よ
っ
た
も
の
で
ギ
一
答
文
化
財
と
そ
の
周
辺
室
長
一
さ
せ
る
よ
り
も
、
用
量
早
急
に
確
保

三
三

Z
Z
E
E
-
z
z
E
E

世
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悶
門

I
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-
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前
車
両
管
迦
主
査
の
古
屋
=
良
か
ら
文
一
門
が
事
務
処
濯
を
責
任
を
も
っ
て
行
な
一
金

構

徹

事

件

ま

で

鰐

亮

し

た

と

恩

わ

れ

一

し

た

。

必

M

世仲甘
か
ら
小
沢
前
助
役
t
f
中
心
と
す
一
括
内
自
問
さ
れ
た
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

一

ω
撰
者
の
格
付
付
は
、
周
到
な
調
査

同

3
U足
時
川
I
F
h
r
半
芋
旨
骨
牛

T
内
J
与

包

担

苛

宣

言

去

、

そ

の

章

、

上

司
の
一
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

組
合
チ
エ

一ま
す
・
噌
件
発
生
の
蓄
を
招
い
た
前
一
③

入
札
関
係
に
つ
い
て
H
語
玄
関
冊
童
聡
に
よ
っ
て
揖
君
主
一
望
者
側
の
態
度
に
よ
っ
て
も
防
げ
る
一
に
よ
る
要
員
制
に
よ
り
決
定
す
る

4
n
a官
-R『
列

l
+千
百

-
d
r
o
d
d号

噌

命

令

に

よ

り

、

皇
室
か
ら
中
古
一
ッ
グ
機
能
、
相
互
児
梨
完
全
で
は
一重
を
は
じ
め
寺
る
管
理
者
員
長
君
主
入
札
、
贈
収
聞
に
雪
一
入
札
震
の
が
し
、
情
名
落
札
の
謝
礼
一
こ
と
で
あ
る
と
風
わ
れ
ま
す
・
一

E・

卜

|

l上

相

創

叶

劃

動

劃

劃

相

劇

劃

町

劃

劉

品

目

下

車
壱
脅
し、

秘

車

で
管

苦

し

き

、
た
言
、
震
の
由
心
主
一
は
重
大
で
強
い
反
省
薬
め
る
と
主
一
事
件
は
、
次
の
一

一つの
件
絡
を
も
っ
て
一

tて
贈
同
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
一
⑤

敬
普
点
と
し
て

Hω
入
札
に
一

ω
串
件
発
牛
桂
信
象
者
の
相
互

川
川
凶
内
」
川
い
団
川
団
川
同
川
川
川
団

M
い
河
川
門
川
刈
川
川
川
円

M
川

」

て

い

た

。

m長
選
格
7
4
偉
い
っ
た
ん
返
一
っ
た
題
肺
訴
の
対
台
、

工
睡
眠
時
町
、
量
一
に
、
奇
後
嬰
認
す
る
乙
と
は
、

一い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
.
一
大
が
か
り
な
件
格
の
汚
職
で
あ
る
と
い
一
つ
い
て
は
選
革
帯
に
よ
る
政
治
酎
介
入
一
連
絡
に
よ

η
益
軒
を
主
し
て
い
る
が
、

昨
母
五
月
用
援
金
臨
時
金
に
お
い
て
、
今
回
発
牛
L
た
不
樟
事
件
究
明
の
た
め
「
組
組
及
ぴ
車
務
処
理
に
関
す
る
一
制
し
た
が
、
そ
の
後
、
市
立
病
院
で
そ
一
昔
、
積
収
が
同
一
部
門
に
あ
っ
た
こ
一

ω
管
通
者
は
、
市
民
に
対
す
る
責
任
一

ω
汚
腔
嫡
売
の
発
儲
と
な
っ
た
石
和
一
え

ま

す

。

一

を

許
さ
ず
、
う
わ
さ
に
も
注
怒
し
公
平
一
さ
ら
に
一

周
培
界
と
協
力
し
て
不
庄
が

車
海
側
査
特
別
主
員
会
」
が
叡
賀
さ
れ
、
以
来
見
回
に
わ
た
り
寮
員
全
が
開
か
れ
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
よ
一
の
車
を
購
入
し
た
事
実
が
存
在
し
た
乙
一
と
.
一
亭
目
覚
し
、
末
法
な
仔
岨
師
、
命
令
は
絶
一
の
薗
件
は
、
出
小
也
被
世
間
者
が
自
p
d
M
一
以
上
に
つ
い
て
客
員
の
指
摘
し
た
占
一
適
宜
な
入
札
を
す
る
と
と
.
一
再
び
起
乙
ら
な
い
よ
う
務
力
す
る
と
と

う
や
く
そ
の
w
骨
髄
を
み
て
、
=
肩
十
四
日
の
定
例
会
本
会
帽
で
奇
想
率
責
w

貴
か
ら
そ
の
鯖
揺
が
報
告
さ
れ
、
全
員
一
と
が
朗
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
乙
の
選
一
工
事
責
務
の
間
入
、
確
認
も
同
一
部
一
対
し
な
い
と
え
一
術
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
・
一
は
、
撰
者
の
贈
賄
が
な
さ
れ
る
の
は
摺
一

:Jrif--23JEE--

一
六
、
結
び

一
致
を
も
っ
て
霊
さ
れ
ま
し
た
。
君
事
援
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す

。

一

描

聞

の

手

汚

職

揮

で

要

さ
れ
て
一
門
、
同

一
人
で
行
な
わ
れ
た
た
め
、
私
石
費
果
当
命
令
に
対
し
、
盆

ω
大
手
揖
君
主
普
及
び
入
札
一宮
警
長
官
隠
し
て
で
あ
り
、
一
ヨ

L

昭
和
凶
十
三
年
一
以
上
、
乙
の
闘
普
通
じ
て
附

E

LEMIp

z
g
gと
り
も
ど
す
こ
一
こ
う
し
た
情
曹
の
な
か
で
き
た
一い
る
詩
人
福
領
事
誕
の
根
源
一
塁
に
よ
る
義
的
語
、
張
一
員
室
心
に
基
づ
い
て
断
じ
て
蓄
し
一
に
関
す
る
腰

3
3帰し
た
一
制
度
ト
一
入
札
に
お
宮
第
一
の

g
一
定

で

葉
書
別
室
一
に
な
っ
た
乙
と
は
、

こ
の
涯
が
長
期

恥
棋
鍛
省F

吐
い
け
品
群
匂
同
時
ト
均
一
心
誌
は
山
わ
れ
品
目
町
一
と
れ
っ
ド
の
き
し
て
公
一
車
問
問
作
品
一
当
局
は
輯
合
チ
一
リ

iし
い
姿
曹
を
出
再
三
日
治
刊
誌

hwurに
よ
っ
て

m一持

続

円

程

仔

一
認

室

町

十

日

目

間

一

取

れ

持

活

当

時

圃

♂

或

峨

F
曇
一す

。

丈

の

裁

判

が

確

定

し

て

お

り

、

臨

控

室

一

一

百

万

里

収

入

世

か

ら

小

器

助

三

ッ

ク

と

椙
書
留
の
整
理
必
要
一

ω人
事
室
に
つ
い
て
は
、
重
入
一政
担
当
が
代
わ
り
、
自
分
た
ち
と
市
と
下
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
乙
一

h
z
d
て
定
数
十
五
人
で
す
子
園
と
の
こ
と
は
、
聖
夏
草

，LT
U
村

7
一、
事
件
発
生
当
時
の
背
景
一
宇
重
量
何
人
、
芸
人
に
つ
一
役
(
当
簡
重
甲
府
支
部
事
宣
言
、
昨
年
主
障
の
一
言
一
号
誌
の
女
を
排
除
し
能
力
主
一
の
関
係
高
た
れ
る
こ
と
義
れ
て
、
一
れ
に
対
話
語
、
書
室
、
自
一
同
同
署
さ
れ
、
室
哲
反
対
明
力
排
除
と
、
そ
の
樟

g制智壱

d4得」‘ii111‘?i

一
喜
長

書
喜
四
量
遜
の
量
重
の
宗
年
ま
か
ら
皇
霊
以
量
皇
陣
聖
豆
にi一
盲
固
;
、
会
愛
責i員

2会
闘

f査
ま
白
経
雪
過

一
可
害

開理望蝿管につ

2い
宅
て
、
寺
書
村

t重霊喜長票か

iら

s
皇回旦一

τ守語硲襲脚慧部:に=あつ長た主楠蓄喜能巷塁歪企金一

τと。
一

っ

き

号

て

お

き

た

い

と

い

う

自

己

一

E岸

に
お
い
て
品

rAha
-M市

軒、

2
5
E
gの盤
、
器
開
岬

一
、
問
責
特
別
委
員
会
股
置
の

一お
て
亮
ヰ
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
・
否
司
法
権
と
の
関
係
H
毒
串
芸
人
に
器
鹿
取
を
し
た
さ
ろ
、
一
理
署
長
し
、
乙
れ
に
よ
り
契
約
百

Eに
器
仕
す
る
ハ

a一貝鼠
織
と
一防
需
品
慌
で
供
応
、
聞
限
定
一
行
な
わ
れ
て
お
り
、

本
間
に
お
い
て
も
元

首

M
央
石
川
遠
望
章
一
吾
妻
要
請
を
樺
持
し
、
さ
ら
に

経
過

一昭
和
叫
す
月
の
要
-
百
震
の
一
件
究
慰
霊
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
問
屋
内
わ
さ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
ま
一

DEE)工
事
再

8
8
笠
広
い
事
国
の
研
修
登
庁
な
い
、
量
一
わ
れ
た
と
恩
わ
れ
、
賢
主
雪
hm
一
そ
の
露
に
は
翼
手
君
。
一

住

民

中

開

会

中

毒

芸

、の

雪

量

戒

し
よ
う
と
し
た
誌

昭
和
理
首
に
行
な
わ
れ
た
前
向
一

m量
星
雲
一
一
分
し
、
ま
た
当
時
一
者
の
暁
聞
に
つ
い
て
は
、
塁
率
心
一
た
。
一
査
(
や
襲
撃
豆
一
蔀
門
の
完
主
と
し
て
の
正
し
い
草
改
革
警
な
う
一
に
書
裏
付
て
い
た
背
景
が
あ
った一
そ
の
盟
国
と
し
て
、

一

目

・

に

つ
い
て
霊
に
画
室
頂
点
と
す
る
体
制
的
汚
職
の

助
役
吋
暑
い
う
激
し
い
閉
重
苦
一開

(2) 昭和 45年 5月 1日
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予
算
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川
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露
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繁
誌
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否
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に
わ
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っ
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い
る
四
+
八
年
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ま
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の
方
向
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あ
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ま
し
た
。
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ぬ
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町
二
(
二
買
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、
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西
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わ
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。
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菜
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湖
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あ
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。
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る
施
策
と
、
喜
一
ら
か
で
な
い
ば
か
り
か
、
国
政
と
霊
一
長

託

、

一

J
A
i
-工

苦
闘
の
造
成
長
一

竺

l
i
一

:

:

:

担

位

三

度

の

た

め

に

努

力

す

る

乙

と

ま

し

畠

一言
維
持
す
る
襲
名
一一
つ
量
一
に
器
寸
希
望
王
寺
る
一
戸

'z
剛

一一

二

U
A
E
Z
Eしな
い
。
ま
た
器
、
一

昭
一
一

費

費

費

費

費

費

費

費

一
出
二
て
室
署
暴
言
し
た
。

温

一

Ff
点毒富f?
僧宮

F?!
向

EP:
と

t2
し
主
て
葉
霊

5めた

iい主長iと皇皇決主一
τ向imEi

空

EEi
国

RE
、ム県

iの量

a配量慮理

5!!
は需寄?i
冷堂R
豆
たRムいム
誌

伊

Fl姐盟週
1ぷ一一印

(vてw区L量邑

十
伊子fに長

i対で1し先
哲m
襲
習i!
預害

z?
の詰8而宅iで量量が

gi
雪を土、二一

7〉二

蝶

二

一

凶

一君
主
閉
し
て
お
り
ま
ご
の
手
1
ょ
う
で
き
・

5章
改
革
、
コ
一

述

書

E
-

二
一
市
に
対
長
官
接
い
も
の
が
一

出
一款一

務

生

生

向

工

木

育

債

三

一

m
a
i
m
i

量

一蓄
は
一般、

2
2わせて一ンピュ

l
タ

11どに
つ
い
て
意
一

ム

私

瓜

幽

圃

園

園

周

爪

る
一
君
。
章
改
革
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
一
旦

一
総

民

衛

農

商

土

教
(
一
一
一
室
み
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
赤
字

亘
書
八
十
九
宅
千
五
百
九
十
一
一
万
五
一
見
が
あ
り
ま
し
た
a

一

一
事

・

費

嗣

瞳

圃

園

周

知

す
一
た
っ
て
大
き
い
改
革
は
考
え
ていず、

て

L
i
l
l
i
-
-
-
J
I
l-
-r
「
二
負
担

gに
及
ぶ
と
と
の
な
い
よ
う

直

一千
円
に
遣
す
る
膨
大
主
で
あ
り
、
一
次
に
警
告
に
至
高
く
一

両
軍

罫

繭

・

・

・

園

田

岡「

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
そ
量
妻
、
書
掛
合
計
四
に
つ
い
て
賢
一遣
に
探
観
光
客
同
と
し
て
約
四

2
一
め
増
収
を
は
か
り
、
固
定
資
産
税
、
量
一
考
慮
し
、
各
層
告
を
集
約
す
る
樋

富

一色
?
た
つ
て
は
重
な
一

mi思
量
し
た
も
の
を
一

Jn
問
題
・
・
司
-uFi話

し
て
い
る
・

1貴
重
官
官
雲
革
に
王
座
席

F
R
E
E
z
--て

猛
毒
一
闘
の
産
量
し
た
の
で
号
ま
す

一
回
-
計
画
委
を
挺
す
る
と
と
は
必
然
で
一い
か
に
言
語
わ
し
た
か
、
起
債

7
Z
萌
制
問

a--a圃
阻
一
改
良
需
払
含
め
て
完
全
落
語
亘
書
な
い
ま
し
た
。

一る・

3
5
5と

し
て
施
一
悼
の
童
と
的
確
な
評
価

Z
Z
E
住
宅
団
地
造
成

Z
に

量

一

3・
一
番
に
確
信
が
あ
る
か
、
費
に
断
一

1
1

司

¥E
E
U
U
J
hを一

j
ぃ
。
白
星
の
問
題
に
つ
い
て
一
民
生
費
で
は
高
警
の
露
軍
一肢
の
午
ど
も
や
老
人
に
開
放
す
る
計
画

τ。
動
物
質
里
吉
引
き
上
げ
は
一つ
い
て
は
己
主
言
、
パ
ス
の

叫
」
字
、
若
宮
、
都
市
再
開
一
胞
の
き
な
い
肘
害
対
衡
が
あ
る
一

HFad-Jd4l

・2
u
iし
て
葉
署
捜
も
っ
て
一
亭
七
十
八
璃
に
引
き
下
げ
た
ほ
か
、
老

τホ
し
、
吉
会
員
色
が
あ
官
に
一

Z
2是
認
定
し
ま
し
一
喪
失
れ

5
3
3合計

一
票
署
長

て

君

主

て

一
か
な
ど
当
属
議
事
事
晶
一

町
商

第 5号りよTご~蜘
%1; 議市府甲

，.._..............._..._._._._._._._.......0.....0...0._............................................................._....._....._._........... 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・._._._._._._.....~.~.~.~.~.:.:.~.:.:.:.:.:...........-.-.-.-.......-.-.-.....-.-...-.-.-.-.-.-...-.-...-.........................・・・・・・・・・・・・・・・・・........

一般修正額は573万円
~ ... ~・._.ぜ個--=-・h ・2 圃・・r-..ムニ・~~・~.・-



第 5号

同

M
組
理
大
臣

還
輸
大
臣

買京商依道管理局長

23申

だ

新

保

育

所

用

地

決

ま

る

下
位
以
砕
い
い

UH一めざす
こ
と
足
っ
て
い
手
。

一
九
時
抗
郡
山
均
一
長
野
計
百
U
百
十
時
間
誌
訂
版
松
一

一l
提
出
雲
た

1
J
一
諮
躍
例
経

一七
一一号、現
に
入
所
し
て
い
吉
一
新
段保育所の

E
二
次
に
き
は
六
月
一
一
十
六
日
、
県
一
言
し
て
い
る
乙
と
で
あ
り
ま
す
す
れ
主
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
主

HI
-
-
そ
の
結
果
:
一

誇

最

重

3

山
梨
時
事
跡
に
鉄
筋
二
階
建
て
一
定
一一、

四
五
九
人
と
な
っ
て
い
ま
一
言
一
一
号
、
貫
一
一
喜
一
量
一
車
産
品
最
高
訟
を
一
た
、
そ
れ
を
し
な

R
E受史
7.

一院
特
例

PREm-雲
一
号
制
畑
判
官
需
暴

露される保育所の用地を取得一帯によって裁判偶争中空襲と一ったため、全会
一致で山梨事新一す
a

乙のため
間着
では、保育所一
v
一向
H

幼
児
童
、
定
員
百
五
十
名
一
た
ず
ね
、
霊
の
棲
長
か
ら
学
童
営
一れてくれないというのが講のよ
一こ
う
し
た
情
君
主
要
の
豆
詰
疋
予
算
{
第
六
号
)
一
溝
口骨町の
蚤
の
撃
および一

日
一
詰
許
諾
材
料
一
足
口
一
一
塁
諸
問
河
内
守
る
こ
と
量
定
し
一
時
鮮
日
付
言
一
刊
誌
室

iヨ

託

料

町

長

一明

言

語

苦
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